
１　従来と同じ名称とする意見　・・・　３件

名称（案） 理　　　　　　　　　　　　　　　　由

　諏訪東京理科大学 　継続性と「理科大」のブランド力（将来、総合大学になったら変更も）

　諏訪東京理科大学

　既に「諏訪東京理科大学」として、全国に認知されていること。東京理科大の姉妹校としても、
「東京理科」を外す訳にはいかないこと。
　「諏訪」については、狭い意味の諏訪でなく、諏訪圏域を捉えて広域としての公立化であり、現
行の「諏訪東京理科大学」が良いと考える。

　諏訪東京理科大学 　従来と同じ名称でよい。

２　従来とは異なる名称とする意見　・・・　６件（８名称（案））

名称（案） 理　　　　　　　　　　　　　　　　由

　公立諏訪東京理科大学
　長野県内はもちろんのこと、全国に一定の知名度を持つ現在の名称を継続するメリットは大き
い。東京理科大学の人気度、知名度、信頼度は応募ならびに入学決定要素として、非常に重要
であると考える。

　諏訪理科大学
　または諏訪理工科大学

　設置場所として、また、設置者の背景から、「諏訪」は欠かせないと思う。理科大学、東京理科大
学との連携から、また、東京理科大学のブランドバリューを考慮すると理科大学、あるいは理工科
大学は必要と思う。また、当然ながら、東京理科大学の了解があることが前提と思う。

　諏訪理工科大学
　または諏訪理工大学

　工学分野に理学分野を加えた大学にといった意味合いから、医療ヘルスケア関連学科の将来
の新設に含みを持たせたい。

　諏訪工業大学
　工学部単科であることが強調できる。また、「理科」は残したい方が多いとは思うが、「理科」の響
きは「工学」に繋がらない。

　長野工科大学 　公立化されれば、もう諏訪地域の大学というより、長野県の大学になるため。

　茅野工学大学 　工学部のみで茅野市に立地しているから。

新公立大学の名称（案）に関する公立化等検討有識者会議委員からの意見
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